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＜連絡事項＞

· 学術の抄録は8/5朝までに作成し、摩尼室長に提出し直しを受けてください。

· 本日17：30よりメンタルケア病棟３階で広島の研修報告会があります。

＜外来より情報提供＞

· 大下　良悦様～主治医より、保清面について説明されている。

· 我満　奈津紀様～「生活リズムを崩さないように」と主治医より指導を受けている。

＜ナイトケア評価・利用者様検討＞

· 鹿原　博夫様　（45）統合失調症

　　　【　　　は自己評価、　　　は職員評価 】

	
	評価項目
	評価基準

	Ａ
	身だしなみ
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｂ
	生活リズム（参加状況）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｃ
	疎通性（理解力・伝達力）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｄ
	自己表現（自己主張）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｅ
	柔軟性
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｆ
	集中力と根気
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｇ
	常識的行動・マナー
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｈ
	デイケア外での対人交流
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｉ
	余暇・社会資源の利用
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｊ
	デイケア内での役割意識と行動
	５
	４
	３
	２
	１


【本人の状況等】

・ 評価項目Ａ～本人様「大体できている」との事で本人評価４。時々シャツがズボンから出ている事があり、スタッフから声を掛ける事がある。保清面については本人様なりに気を遣っており、体育館の活動後に入浴されることもある。

· 評価項目Ｂ～本人様「21：30に寝て、8：00に起きている」と話される。ナイトケアにもきちんと

　　　　　　　　通所し、ナイトケア開始時刻にも来所することができている。

· 評価項目Ｃ～スタッフから説明することについては理解はされている。しかし自分の考えや思って

いる事を伝えるのは苦手であり、スタッフに対しては必要最小限（入浴代等）のことしか本人様から話さないことが多い。

· 評価項目Ｄ～プログラムでスタッフから作業を勧めると「疲れた」と話されることがある。プログ

ラムでは自主的に行動する事が苦手であり、スタッフからの働きかけがなければ行

動しようとしない。

· 評価項目Ｅ～本人様「他人の意見を受け入れられず、予定外に事態に対処できなくなる事がある」

と評価している。本人様から意見を話すことは少ないが、他メンバーの意見に合わ

せることは出来ている。

· 評価項目Ｆ～プログラムでは自分から作業に取り組む事が苦手であるがスタッフからの働きかけ

があればに参加できている。料理教室では料理が得意なので、声掛けにより積極的

に取り組んでいる。

· 評価項目Ｇ～時々プログラムの時間外にタバコを吸っている事がある。対人面が苦手ということも

あり、メンバーがいる所には居辛く時間になっても戻ってこない事がある。

· 評価項目Ｈ～週に１回兄が食糧を持って自宅に来るとの事。幸房やナイトケアメンバーとは、ナイ

トケア以外の付き合いはないとの事。

· 評価項目Ｉ～バス等の社会資源は利用することは出来ている。余暇活動はスーパーに買い物に出掛

けるが、それ以外は自宅で横になって過ごしている事が多い。

· 評価項目Ｊ～スタッフから勧められると、最後まで役割や作業を取り組む事が出来る。特に体育館

の活動後の片付けは自主的に行う事が多い。他メンバーと協力する事が少なく、一つの作業を一人で負う事が多い。

【問題点と解決策】

評価における問題点は、殆どが「対人関係が上手く出来ないこと」が根底にあることが多い。

その解決策として、メンバーよりもスタッフと話をする機会を多くする。

その為に本人様との面談回数を多くする。スタッフは本人様の対人関係の面を聞く機会を増やす。本人様はスタッフと話す機会を多くする事で、人と話すことに少しずつ慣れていただく。スタッフは本人様との面談を通して、対人関係について話しを聞き、アドバイスを行う。

　　

